
非構造化データには未知の可能性が潜んでいます。

非構造化データには、ナレッジライブラリやドキュメント
リポジトリからオンラインコンテンツまで、ビジネスを
変革する可能性を秘めた情報が豊富に存在します。

重要なポイント

障壁も待ち受けています
回答者は、非構造化データの活用は困難だと回答しています。

従来の検索方法は機能していますか？
残念ながら不十分です。

既に投資しているのは？
競合企業の過半数です。

Qlik は、200 人以上のデータおよび製品のリーダーを対象に、
期待する非構造化データの未知の可能性、生成 AI を活用した
非構造化データの分析における優先事項について、委託調査を
実施しました。

非構造化データに潜む未知の可能性を引き出すには？
ビジネスユーザーは、非構造化コンテンツから得られる状況に応じてパーソナライズされた適切な回答を
必要としています（引用「Insights: Unstructured Data & GenAI」）実現する方法とは？  

期待される成果は？
数ある中で、特に効率化と
パーソナライズ化に
期待しています。

価値に換算すると？

未知の可能性を 
現実にするには？

2/3 以上が、今後 6 ～ 12 ヶ月以内に、
非構造化データの分析を目的とした
生成 AI への投資を計画している。

運用効率と自動化の強化

パーソナライズされたインサイトによる
カスタマーエクスペリエンスの向上

チームの生産性向上

62%

41%

40%

45% 10 ～ 20% の売上または
利益の増加を期待している。  

77% 66% 57%

正しい回答や
インサイトの抽出が難しい

正しい情報の特定が
困難である

情報の精度と信頼性の
確保に懸念がある

  

95% テキスト文書
83% E メール
72% 画像や動画
34% ソーシャルメディアの投稿

70% が同意：

「非構造化データの価値にようやく気づいた。」

69% が非同意：

「非構造化データから価値を引き出す社内体制が
整っている。」
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ダウンロード

90%
企業が生成する

非構造化データの割合
IDC 社「Untapped Value:

What Every Executive Needs to Know
About Unstructured Data」

未知の可能性はどこに？
回答者の非構造化データは、主に 4 つの領域に
存在します。

eBook                                                               で、ご紹介します。「非構造化データに潜む未知の可能性」

https://www.qlik.com/ja-jp/resource-library/the-untapped-potential-of-unstructured-data

